
本抄訳は、マドフ救済基金（ＭＶＦ）の公式ウェブサイトの 2025年 1月 6日現在の内容に基づ

いて、ＳＭＢＣ日興証券株式会社が作成したものであり、原文と抄訳に乖離または齟齬がある

場合は原文が優先されます。また、ＭＶＦの公式ウェブサイトは今後、内容が更新されること

がありますので、ご留意ください。 

 

 

米国司法省没収資産分配プログラム 

マドフ救済基金（ＭＶＦ） 
被害者を救済し、人生を取り戻す 

RCBファンドサービシズ・エルエルシーにより管理されている救済基金 

 

 

マドフ救済基金、第 10回目の支払いを開始 
2024年 12月 更新 

 

 

 

 

マドフ救済基金、第 10 回目の支払い 

 

 23,408 人の被害者へ 1 億 3,140 万ドルの支払い 

 被害者の回復水準は被害損失額の 93.71％に達します 

 マドフ救済基金設立来の支払金額は 43 億ドル 

 127 か国の 41,000 人の被害者へ支払を行いました 
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頂上到達！ 

 

“ＭＶＦと米国司法省を代表して、ＭＶＦがマドフ関連証券の犯罪詐欺の被害者に 10 回目

の分配（D10）開始を発表することを喜ばしく思います。ＭＶＦは 23,408 人の被害者に 1

億 3,140 万ドルを支払い、各被害者に対して 2.71%の追加支払いを行います。この支払い

により、参加した被害者はすべての源泉から 93.71%の回収を達成することになります。

D10 により、ＭＶＦは 40,930 人の被害者に総額 43 億ドル以上を直接支払いました。 

 

本日の発表は、損失を被った多くの人々を助けるために何ができるかという私たちの夢の

実現を示しています。ＭＶＦが設立された当初、詐欺の真の側面に関する知識は著しく欠

如していました。「直接的な投資家」の損失は、破産手続きによって慎重に調査されてい

ましたが、破産による回収の対象とならない「間接的な投資家」の損失は分析されていま

せんでした。結果として、「直接的な投資家」はマドフの被害者のわずか約 6%に過ぎない

ことが判明しました。 

 

MVF による分配計画と申請フォームを公開した後、損失総額 800 億ドルを超える、

65,000 件以上の申請を受け取りました。申請を審査する中で、承認される損失総額はその

金額よりも少ないことは分かっていましたが、それでも分配可能な金額をはるかに上回る

ものでした。当初は、たとえ努力と忍耐を尽くしても、41,000 人の被害者に対し、94%近

くの回収金をお支払できるとは想像できませんでした。しかし、私たちは、できるだけ多

くの被害者を支援するために全力を尽くすことを決意しました。 

 

本日の発表は、このプログラム全体の成果を示しています。ＭＶＦは設立以来、詐欺の輪

郭を追跡し、盗まれた金額を計算し、可能な限り多くの金額を被害者や被害を受けた団体

に直接返還してきました。D10 を含めると、ＭＶＦは 246,000 件以上の直接支払いを被害

者に対して行ったことになります。 

 

マドフに渡った資金の流れを、その資金が属していた個人まで遡るのは困難を極めました

が、それはなされなければならないものでした。私たちは、すべての被害者が、第三者を

介さずに直接支払いを受けられる支援の道を確保することを決意していました。可能であ

れば、ＭＶＦが設立されたときに存在していた被害者間の回収率の大きな格差を縮小、ま

たは解消したいと考えていました。 

 

ＭＶＦは最終的に、マドフ被害者からの 42,735 件の申請を承認すべきだと米国司法省に

勧告しました。私たちは、これらの被害者がどれだけ投資し、どれだけ引き出したかを慎

重に調査しました。申請者の大多数にとって、少なくとも 2 つの中間機関がマドフへの投
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資の伝達に関与していました。他の数千ものケースでは、被害者の投資は 3 つ、4 つ、ま

たは 5 つの中間機関を経由してマドフに到達していました。追跡が完了すると、詐欺の全

容が初めて明らかになりました。 

 

ＭＶＦからの毎回の分配の前に、平均 3 万人以上の被害者が、他の源泉から受け取った金

額を私たちに報告してくれました。累計で 33 万件を超える回収確認により、ＭＶＦはすべ

ての源泉から被害者に届いた回収に関する独自の情報を得ることができました。それによ

り、各被害者が段階的に高いＭＶＦの回収率に達するためにＭＶＦが支払う必要がある金

額を計算することができました。それを知ることで、複数の回収資金源を持つ被害者への重

複支払いを避けることができました。 

 

私たちの取り組みには、数十万件の金融取引をカバーする数百万ページの文書の精査が含

まれていました。また、被害者とのコミュニケーションにも多大な労力を要しました。何年

にもわたって、ＭＶＦの職員は、事実を整理し、誰もが申請手続きを無事に完了できるよう

にするために、被害者と 82 万件以上の電話や電子メールでのやりとりを行いました。加え

て私たちは過去 10 年間において、100 万件以上の通知や、追加的回収金情報更新、小切手

を被害者に直接郵送しました。この活動により、ＭＶＦは被害者に直接支払いを行うことが

できるようになりました。また、ＭＶＦから被害者に直接支払われるため、プロセスは非常

に効率的です。ＭＶＦから支払われる 1 ドルごとに、被害者は実際に 1 ドルを受け取りま

す。これは、支払額と被害者の受領額の比率が 1:1 であることを意味します。 

 

その過程を通じて、何千人もの被害者の経済的・精神的生活を回復するためには、私たちの

支援が不可欠であることをＭＶＦは知りました。そのため、私たちは、すべての被害者が申

請手続きをうまく進めることができるように懸命に努力しました。何年も経ってから記録

を作成することは非常に困難であることを知っていたからです。また、私たちは、すべての

被害者が、高額なアドバイザーを必要とせずに、自分に求められていることを理解できるよ

うにしたいと考えました。適用される法律はできることに制限を設けますが、私たちはでき

る限りすべての人を支援したいと考えていました。41,000 人の被害者を 93.71%の回復に導

いたことは、私たちの最大の希望の実現です。 

 

D10 が完了すると、使用可能な没収資産はすべて分配されることになります。最初の分配

から 8 年後の 2025 年に、ＭＶＦはその業務を完了します。私たちは、数万人の被害者に対

して、私たちが達成できる最大の回復を実現しました。 

 

ＭＶＦの分配は、これまでに行われた最も凶悪な金融犯罪の 1 つを補うものでした。失わ

れた年月や被害者が経験したトラウマを完全に埋め合わせることはできません。それでも、
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私たちはこの巨大な過ちを正すという米国司法省の決意を実行することができたと信じて

います。” 

 

ＭＶＦ総支払額の新しい記録を樹立 

D10 において、ＭＶＦは 23,408 人の被害者に 131,354,704 ドル、つまり詐欺被害に対する

2.71%の追加的な分配を行います。これにより、被害者が受け取る割合は 91%から 93.71%

に引き上げられます。この回復水準は、被害者のすべての資金源からの回収を考慮した後に

計算されます。ＭＶＦは、マドフ詐欺の被害者 40,930 人に累計 4,302,594,528 ドルの支払

いを行うことになります。 

 

ＭＶＦは 2017 年 11 月に最初の分配を行いました。最初の分配では、21,618 人の被害者が、

（すべての源泉から）詐欺被害の 25%を回収しました。これらの被害者のうち約 16,500 人

（75%超）は、それまでに損失を回収していませんでした。その後 7 年間で、ＭＶＦはさら

に 9 回の分配を行い、それぞれ少なくとも 2 万人の被害者に分配されました。 

 

 

私たちが支援した人々 

ＭＶＦが支援した被害者は圧倒的に個人が多く、ＭＶＦがその過程で支払った申請者の

95%にあたる 38,860 人以上です。これらの個人は、合計で 49 億 4000 万ドル以上のキャ

ッシュイン・キャッシュアウトの損失を抱えていました。マドフおよびフィーダーファン

ドの破産を通じた回収を含む他の補償源により、これらの人々には 34.6%の回収がもたら

されました。その後、ＭＶＦは 28 億ドルを支払い、これらの人々の回収率を 93.71%に引

き上げました。 
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ＭＶＦは、2,069 件の「機関」

（633 件の企業を含む）から提

出された申請を承認しました。

これらの機関は、合計約 26 億

ドルのキャッシュイン・キャッ

シュアウト詐欺損失を被って

おり、個人の損失額のおよそ

52%の額に相当します。これら

の機関のうち、864 件はさまざ

まな目的を持つ慈善団体や非

営利組織でした。これらの機関

の約 74%はアメリカ合衆国内

で組織されており、残りは 23

の他国に所在しています。 

 

マドフが盗んだ慈善団体や非

営利団体の中には、驚くほど多様な機関が含まれていました。少なくとも 108 の大学、カ

レッジ、専門学校、または中等学校が被害者となりました。その多くはアメリカ各州に所在

するアメリカの学校でしたが、イギリス、オーストラリア、イスラエル、スイス、イタリア、

ベルギー、フィンランド、カナダ、シンガポール、アルゼンチン、香港の学校や大学も資金

を盗まれました。教育機関の損失額は数千ドルから最大で約 2,000 万ドルに及びました。 

 

学校に加えて、多くの種類の慈善財団も被害を受けました。これらの団体は、図書館、病院、

診療所、医学研究、青少年の育成とレクリエーション、法執行機関など、数十ものさまざま

な目的を支援していました。 

 

大企業や中小企業、労働組合、教会、政府機関の退職金制度は、合計で 7 億 5,000 万ドル以

上の損失を被りました。被害者には、162 件の”確定給付制度”、19 件の利益分配計画、112

件の複数雇用者計画（多くは労働組合計画）、36 件の政府年金計画、4 件の教会退職制度な

どが含まれます。一部の年金基金は数千万ドルの損失を被り、他の基金は数万ドルの損失を

被りました。 

 

 

マドフの犯罪には境界がなく、事実上あらゆる種類の投資家を標的にしていました。

若者から高齢者、規模の大きいものから小さいもの、個人、家族、そして中小企業か

ら大企業まで、マドフはすべてから盗みました。 



本抄訳は、マドフ救済基金（ＭＶＦ）の公式ウェブサイトの 2025年 1月 6日現在の内容に基づ

いて、ＳＭＢＣ日興証券株式会社が作成したものであり、原文と抄訳に乖離または齟齬がある

場合は原文が優先されます。また、ＭＶＦの公式ウェブサイトは今後、内容が更新されること

がありますので、ご留意ください。 

 

 

 

ＭＶＦの活動は、圧倒的に個人

と、彼らの苦痛に焦点を当てて

いました。多くの報道では、被害

者の大半が大規模な機関や富裕

層の個人であると考えられてい

るようです。しかし、ＭＶＦに最

初の申請が提出されたとき、こ

の仮定が非常に誤っていること

に気付きました。実際にＭＶＦ

が支援した被害者の大多数は小

口投資家であり、その平均損失

額はおよそ 25 万ドルでした。 

 

D10 が支払われる 23,408 人の

被害者のうち、742 人、つまり

3.2%のみが100万ドル以上の詐

欺損失を被った被害者です。また、被害者のうち 1,594 人、つまり 6.8%の被害者が 50 万

ドルを超える詐欺損失を抱えていました。3,950 人（約 17%）は、10 万ドルから 50 万ドル

の損失を被っていました。D10 の支払いを受ける人々のうち、17,864 人、つまり 76%以上

が 10 万ドル未満の詐欺損失を抱えていました。最大の単一グループは、1 万ドルから 5 万

ドルの損失を被った 6,671 人の被害者で構成されていました。ＭＶＦがこれまでの 10 回の

分配で支払った被害者の総数は約 40,930 人で、そのうち 38,548 人、つまり 94%以上が 50

万ドル未満の詐欺損失を抱えていました。 

 

ＭＶＦは数千万ドル、場合によっては 5,000 万ドル以上の損失を抱える巨大な申請も審査

しました。しかし、私たちの活動は圧倒的に個人、家族、小規模事業者を支援することに重

点を置いていました。それらのうちの多くの個人の各損失額は小さかったものの、その損失

はしばしば個人の総貯蓄や純資産の非常に大きな部分を占めていました。給料から給料へ

と生活する人々や固定収入で生活する人々にとって、1 万ドル、2 万 5,000 ドル、5 万ドル、

10 万ドルの口座を突然失うことはしばしば壊滅的でした。ＭＶＦと米国司法省が、他の回

収手段が存在しない、または限られている無力な被害者に対して回収を提供するプロセス

を開発できたことを非常に誇りに思っています。 
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「追加的回収金」の問題解決 

米国司法省の規制によると、ＭＶＦは、被害者が他の資金源から既に受け取った金額や、受

け取る見込みのある金額を減額しなければなりません。これにより、ＭＶＦは他の方法で既

に回収された、または回収される見込みの損失分を支払わないこととなりました。限られた

資金源のため、一部の以前のマドフ投資家に対する二重の支払いは、他の被害者への支払い

を減らすことになります。ＭＶＦは、各被害者の、すべての資金源から回収された割合が均

等になるようにすることで、一部の被害者に過剰に支払われ、他の被害者が過少に支払われ

るような不平等を防止します。 

ＭＶＦの 1 つの目標は、異なる被害者間の大きく異なる回復率を平準化することでした。

2017 年 11 月の第１回目小切手（D1）から第 10 回目小切手（D10）まで、下記の図に示し

たように、ＭＶＦは一連の最低基準回収率を設定しました。各分配では、ＭＶＦはすべての

投資家をその回収水準まで回復させ、すでに他の資金源からそれ以上の回収金を受け取っ

た人には支払いを行いませんでした。この「ライジングタイド」構造により、ＭＶＦは被害

者間の初期の大きな差異を解消することができました。 
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道の終わりへの到達 

詐欺が発覚してから 15 年が経った今でも、D10 小切手の対象となる約 10,000 人の被害者

は、ＭＶＦ以外のいかなる手段からも補償を受けていません。全体として、D10 支払いの

対象となる被害者の 75%にあたる 18,600 人以上が、他の手段から 30%未満の回収しか受

けていません。これらの数字は、ＭＶＦが多くの被害者にとって命綱となっていることを強

調しています。そして、私たちは当初の予想以上に多くの人々に、より多くの資金を提供す
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ることができました。 

 

長年にわたる活動の末、ＭＶＦは没収資金の分配をほぼ完了しました。私たちは当初の目標

をすべて達成し、それ以上のことを成し遂げました。何千人もの無実の犯罪被害者の生活に

非常に大きなプラスの影響を与えたことを実感しています。何百万ドルを失った投資家か

ら、数百ドルを失った投資家まで、そしてその間のすべての投資家を支援しました。 

 

このような大規模な支払いを何万人もの被害者に直接届けることは、ＭＶＦのプロセスに

関わったすべての人々にとって非常に満足のいくものでした。将来の犯罪によって再びＭ

ＶＦのような大規模な努力が必要とされないことを願っています。しかし、もし再びこのよ

うな悲惨な出来事が起こった場合でも、米国司法省とＭＶＦがこのケースに示したような

エネルギー、創造性、そして執拗なまでの集中力をもって対処されることを願っています。 

 

ＭＶＦによる金融支援が終わりを迎える一方で、多くの無実の人々に何が行われたかを、世

界が決して忘れないことを願っています。マドフが行ったことの記憶を保存することが、二

度と同じようなことが起こらないようにする最良の防御策かもしれません。 

 

敬白 

 

リチャード C. ブリーデン 

 マドフ救済基金 特別管財人 

 

ＭＶＦからの第 10回目の分配に関する米国司法省のプレスリリースを閲覧される方はこち

らをクリックしてください。 

ニューヨーク州南地区の連邦検事局のプレスリリースを閲覧される方はこちらをクリック

してください。 

 

https://www.justice.gov/opa/pr/justice-departments-10th-distribution-brings-total-provided-over-43b-nearly-full-recovery
https://www.justice.gov/opa/pr/justice-departments-10th-distribution-brings-total-provided-over-43b-nearly-full-recovery
https://www.justice.gov/usao-sdny/pr/justice-departments-tenth-distribution-provides-over-4-billion-nearly-full-recovery

